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は
じ
め
に

　

全
国
中
央
会
で
は
、
中
小
企
業
組
合

関
係
者
等
が
新
た
な
事
業
実
施
や
組

織
体
制
の
刷
新
等
を
行
う
際
の
参
考

と
な
る
よ
う
、
都
道
府
県
中
央
会
と
連

携
し
、
毎
年
テ
ー
マ
を
選
定
し
て
組
合

事
業
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
例
を
収
集
し
て
お
り
、
昭
和
57
年

以
降
、
収
集
さ
れ
た
事
例
は
延
べ
６
，

０
０
０
組
合
を
超
え
る
。

　

平
成
26
年
度
は
、「
地
域
連
携
に
よ

る
新
た
な
事
業
展
開
」「
成
長
分
野
へ

の
挑
戦
」「
特
色
あ
る
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
活
用
」「
女
性
の
登
用
（
活
躍
）

に
よ
る
事
業
・
活
動
の
展
開
」
の
４

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
各
専
門
家
の
協

力
も
得
な
が
ら
調
査
・
分
析
を
行
い
、

こ
れ
を
も
と
に
84
事
例
を
「
先
進
組

合
事
例
抄
録
」と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
． 

地
域
連
携
に
よ
る
新
た
な
事
業
展

開
（
35
事
例
）

　

人
々
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
地
域
社

会
は
現
在
、
経
済
活
動
の
停
滞
や
過
疎

化
と
い
っ
た
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い

る
。
従
来
、
そ
れ
ら
の
解
決
に
あ
た
っ

て
は
主
に
行
政
が
指
導
・
支
援
を
行
っ

て
き
た
が
、
税
収
減
に
伴
う
予
算
上
の

制
約
に
加
え
て
、
専
門
人
材
の
不
足
等

も
あ
り
、（
行
政
の
み
で
は
）
山
積
す
る

多
様
な
問
題
の
解
決
を
担
う
こ
と
が
難

し
い
。
ま
た
、
大
企
業
等
に
比
し
て
経

営
資
源
の
脆
弱
な
中
小
企
業
に
あ
っ
て

も
、長
引
く
地
方
経
済
の
低
迷
の
中
で
、

そ
れ
を
補
完
し
て
い
く
必
要
性
は
以
前

よ
り
も
増
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
克
服
す
る
有
効
な

手
段
が
「
連
携
」
で
あ
る
。
本
テ
ー
マ

で
は
、
官
民
、
ま
た
民
民
の
広
域
間
連

携
に
よ
る
経
営
資
源
・
情
報
等
の
獲
得

と
共
有
に
よ
っ
て
、
防
災
、
景
観
の
維

持
、
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
、
地
域
が

抱
え
る
多
く
の
課
題
に
新
た
な
展
望
を

見
出
し
て
い
る
事
例
を
収
集
し
た
。

　

主
な
連
携
の
形
態
と
し
て
は
、「
委
託

型
」（
行
政
か
ら
民
間
へ
の
委
託
）、「
協

働
型
」（
行
政
と
民
間
と
の
協
働
）、「
貢

献
型
」（
行
政
の
依
頼
を
含
め
た
民
間

の
社
会
貢
献
）、「
支
援
型
」（
行
政
等
の

助
成
に
よ
る
民
間
活
動
）、そ
し
て
「
自

主
型
」（
地
域
振
興
を
図
る
民
間
活
動
）

の
各
方
法
に
分
類
で
き
る
。

　

例
え
ば
「
協
働
型
」の
事
例
と
し
て
、

群
馬
県
の
富
岡
市
仲
町
事
業
協
同
組
合

は
、
県
中
央
会
の
支
援
の
も
と
、
地
域

資
源
で
あ
る
富
岡
製
糸
場
・
絹
産
業
遺

産
群
が
平
成
26
年
に
世
界
文
化
遺
産
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
組
合

理
事
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、

特 集 Ⅰ
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む
〝
背
景
〞
を
軸
と
し
て
事
例
整
理
を

行
い
、「
資
源
循
環
型
社
会
へ
の
地
域
的

な
取
組
み
」「
組
合
事
業
に
お
け
る
問

題
解
決
」「
組
合
員
の
技
術
集
結
に
よ

る
事
業
展
開
」、そ
し
て
「
新
た
な
ニ
ー

ズ
開
拓
」
と
に
分
類
を
行
っ
た
。

　

川
崎
岐
阜
協
同
組
合
は
「
組
合
員
の

技
術
集
結
に
よ
る
事
業
展
開
」
を
進
め

て
い
る
事
例
で
あ
る
。
地
域
が
平
成
23

年
に
「
ア
ジ
ア
№
１
航
空
宇
宙
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
形
成
特
区
（
国
際
戦
略
総
合

特
区
）」に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

組
合
内
に
特
区
推
進
委
員
会
を
設
置
。

県
や
川
崎
重
工
業（
株
）、
中
日
本
航
空

専
門
学
校
等
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

行
政
は
も
と
よ
り
、
刺
繍
、
製
麺
等
他

の
組
合
組
織
、
さ
ら
に
地
元
の
高
校
・

大
学
生
と
も
連
携
し
、
地
域
独
自
の
土

産
品
の
試
作
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
立

場
も
年
齢
も
異
な
る
多
様
な
市
民
メ
ン

バ
ー
が
「
新
名
物
で
地
域
の
活
性
化
を

図
る
」
と
い
う
共
通
目
標
の
も
と
、
知

恵
を
出
し
合
っ
て
開
発
し
た
上
州
ひ
も

か
わ
う
ど
ん
を
使
用
す
る
「
お
っ
切
り

込
み
御
膳
」、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・
お

富
ち
ゃ
ん
の
刺
繍
の
入
っ
た
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
」
等
の
新
商
品
は
現

在
、
国
内
外
の
観
光
客
に
好
評
価
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
組
合
に
限
ら
ず
、「
連
携
」
に
よ
っ

生
産
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
一
貫
生
産

体
制
と
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、ま
た
、

業
界
の
課
題
で
あ
る
技
術
者
養
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
組
合
員
の

持
つ
技
術
力
を
活
か
し
、
さ
ら
に
Ｑ
Ｃ

Ｄ
（
品
質
、
コ
ス
ト
、
納
期
）
を
向
上

さ
せ
、
内
外
と
も
に
競
争
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

新
分
野
参
入
に
際
し
て
は
、
事
業
費

に
占
め
る
先
行
投
資
の
割
合
が
増
大
す

る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
そ
う
し
た
場
合
、

資
金
回
収
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、

大
企
業
や
異
業
種
も
含
め
た
横
断
的
な

組
織
間
連
携
を
促
進
し
、
組
合
の
基
礎

体
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
で
あ

り
、
技
術
面
や
人
材
面
等
の
相
乗
効
果

を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

３
． 

特
色
あ
る
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

活
用
（
19
事
例
）

　

近
年
は
多
く
の
中
小
企
業
の
事
業
活

動
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
導

入
が
進
展
す
る
一
方
、
消
費
者
レ
ベ
ル

で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
が
急
速
に

普
及
し
て
お
り
、
常
時
、
目
的
に
見

合
っ
た
商
品
や
企
業
情
報
を
容
易
に
入

手
し
て
比
較
検
討
で
き
る
環
境
が
整
備

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
現
状
で
は
、「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）
へ
の
ア
ク
セ

て
新
た
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
事
例

は
、
地
域
に
根
差
し
た
組
合
が
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
、
明
確
な
目
標
や

コ
ン
セ
プ
ト
を
連
携
者
に
設
定
・
提
示

す
る
こ
と
で
、
行
政
や
他
の
組
織
、
ま

た
地
域
住
民
等
と
ス
ム
ー
ズ
に
課
題
共

有
を
図
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

２
．「
成
長
分
野
」へ
の
挑
戦
（
16
事
例
）

　

現
在
、
多
く
の
中
小
企
業
は
卓
越
し

た
技
術
力
を
用
い
、
大
企
業
の
下
請
と

し
て
経
済
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
大
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
産

業
・
社
会
構
造
が
著
し
く
変
化
す
る
状

況
下
に
あ
っ
て
、
中
小
企
業
自
身
も

（
大
企
業
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
）
主

体
性
を
発
揮
し
、
時
代
に
即
し
た
新
商

品
開
発
か
ら
市
場
開
拓
ま
で
を
一
貫
し

て
行
う
経
済
活
動
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
加
え
て
近
年
の
政
府
方
針
に

お
い
て
も
、
経
済
活
性
化
の
た
め
に

「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
健
康
・
医
療
」

「
航
空
・
宇
宙
」な
ど
の
各
「
成
長
分
野
」

に
取
り
組
む
重
要
性
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

本
テ
ー
マ
で
は
、
組
合
事
業
と
し
て
成

長
分
野
等
に
参
入
し
、
精
力
的
な
活
動

を
行
う
こ
と
で
組
織
の
活
性
化
が
図
ら

れ
て
い
る
事
例
を
収
集
し
た
。

　

今
回
は
効
果
的
に
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
移

転
を
行
う
た
め
、
成
長
分
野
に
取
り
組

開発した３種類の土産品

一貫生産体制（目標）
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様
化
し
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
上
の
定
期
的
な

情
報
発
信
の
み
で
は
多
様
な
検
索
ワ
ー

ド
と
な
っ
て
現
れ
る
需
要
に
応
え
て
い

く
こ
と
は
難
し
い
。
Ｈ
Ｐ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
等
を
相
補
的
に
利
活
用
し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
発
信
を
行
う
こ

と
で
、
日
々
多
様
化
し
続
け
る
顧
客

ニ
ー
ズ
に
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
Ｉ
Ｔ

戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

４
． 

女
性
の
登
用
（
活
躍
）
に
よ
る
事

業
・
活
動
の
展
開
（
14
事
例
）

　

日
本
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
が
急
速

な
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
伴
う
国

力
の
衰
退
で
あ
る
。
マ
ク
ロ
な
産
業
構

造
は
も
と
よ
り
、
身
近
な
地
域
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
安
定
的
に
持
続
・
発
展

す
る
た
め
に
も
、
年
齢
や
性
別
等
を
問

わ
ず
、
多
様
な
人
材
が
能
力
を
発
揮
で

き
る
〝
共
生
〞
を
土
台
と
し
た
社
会
構

造
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

中
で
も
、
意
欲
と
能
力
に
溢
れ
た
女

性
の
経
済
活
動
へ
の
参
画
は
、
以
前
に

も
増
し
て
重
要
で
あ
る
。
昨
今
は
、
性

別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
に
代
表

さ
れ
る
旧
体
制
か
ら
脱
却
し
、
女
性
の

視
点
を
戦
略
的
に
取
り
入
れ
て
新
規
顧

客
を
発
掘
す
る
企
業
や
、
女
性
を
役
職

員
に
起
用
す
る
こ
と
で
旧
来
の
経
営
マ

イ
ン
ド
か
ら
の
転
換
を
図
る
ケ
ー
ス
も

ス
数
増
加
＝
受
注
拡
大
」
の
図
式
は
成

り
立
ち
に
く
く
、
ま
た
同
業
他
社
の
Ｈ

Ｐ
が
乱
立
す
る
状
況
も
現
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
消
費
者
な
ら
び
に
企
業
か
ら

の
Ｈ
Ｐ
ア
ク
セ
ス
を
如
何
に
受
注
、
そ

し
て
収
益
に
繋
げ
る
か
が
重
要
で
あ
り
、

本
テ
ー
マ
で
は
、
組
合
の
事
業
運
営
等

で
Ｈ
Ｐ
の
利
活
用
を
戦
略
的
に
行
っ
て

い
る
事
例
収
集
を
行
っ
た
。

　

今
回
集
め
ら
れ
た
事
例
を
分
類
す
る

と
、
事
業
者
と
消
費
者
（
Ｂ
to
Ｃ
）
を

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
多
様
化

す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」「
明
快

さ
と
こ
だ
わ
り
の
ア
ピ
ー
ル
」、
そ
し

て
「
統
一
感
と
安
心
感
を
打
ち
出
す
ブ

ラ
ン
ド
化
」、
ま
た
事
業
者
と
事
業
者

（
Ｂ
to
Ｂ
）、
即
ち
組
合
員
支
援
を
目
的

と
し
た
「
共
同
利
用
に
よ
る
業
務
効
率

化
」
と
に
大
別
さ
れ
る
。

　
「
明
快
さ
と
こ
だ
わ
り
の
ア
ピ
ー
ル
」

で
集
客
力
を
伸
ば
し
て
い
る
事
例
が
沖

縄
県
三
線
製
作
事
業
協
同
組
合
で
あ
る
。

琉
球
の
昔
か
ら
〝
島
ん
ち
ゅ
〞
の
生
活

に
唄
と
芸
能
は
欠
か
せ
な
い
が
、
近
年

は
市
場
に
お
け
る
海
外
産
が
急
増
。
そ

れ
ら
と
の
差
別
化
を
図
り
な
が
ら
、
シ

マ
の
心
と
技
が
込
め
ら
れ
た
伝
統
工
芸

の
価
値
を
改
め
て
発
信
す
る
た
め
組
合

Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
多
様
な
購
買
層
に
向
け
て
活
動
を

多
い
。
本
テ
ー
マ
で
は
、
女
性
の
登
用

（
活
躍
）
に
よ
る
事
業
・
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
組
織
全
般
の
活
性
化

が
図
ら
れ
て
い
る
事
例
を
収
集
し
た
。

　

今
回
集
め
ら
れ
た
事
例
は
、「
女
性
の

み
で
組
織
さ
れ
て
い
る
組
合
」「
役
員

等
執
行
部
に
登
用
（
活
躍
）
し
て
い
る

組
合
」、
そ
し
て
「
事
務
局
内
の
専
従

役
職
員
等
管
理
職
と
し
て
登
用
（
活
躍
）

し
て
い
る
組
合
」と
に
３
分
類
さ
れ
る
。

　

広
島
県
の
尾
道
観
光
土
産
品
協
同
組

合
は
「
管
理
職
と
し
て
女
性
を
登
用

（
活
躍
）
し
て
い
る
組
合
」
の
好
事
例

で
あ
る
。
新
店
舗
開
設
を
機
に
、
能
力

と
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
女
性
従
業
員
を

随
時
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
職
人
に
よ
る
三
線
制
作
風
景

の
ブ
ロ
グ
動
画
を
ア
ッ
プ
す
る
等
視
覚

的
に
も
興
味
を
喚
起
さ
せ
る
仕
組
み
を

整
備
。
ま
た
商
品
に
ナ
ン
バ
ー
を
付
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
顧
客
が
職
人
、
型
、
値
段

を
自
由
に
選
択
で
き
る
機
能
を
設
け
て

販
売
促
進
に
繋
げ
、
戦
火
の
中
で
も
三

線
を
守
り
抜
い
て
き
た
先
人
の
想
い
を

今
に
受
け
継
い
で
い
る
。

　

現
代
は
、
世
代
を
問
わ
な
い
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
利
用
層
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

顧
客
ニ
ー
ズ
、
つ
ま
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
検
索

ワ
ー
ド
の
種
類
と
内
容
が
飛
躍
的
に
多 組合の「三線管理番号検索」ページ

女性の感性を活かした売場
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事
務
局
長
兼
店
長
に
抜
擢
。
顧
客
の
多

数
を
占
め
る
「
女
性
の
視
点
」
に
徹
底

し
て
こ
だ
わ
っ
た
店
舗
運
営
と
業
務
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
見
た
目
も
ユ

ニ
ー
ク
な
紹
介
ポ
ッ
プ
や
女
性
の
感
性

を
活
か
し
た
売
場
配
置
を
は
じ
め
、
店

舗
毎
に
「
連
絡
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
て

顧
客
の
要
望
や
組
合
員
同
士
の
連
絡
事

項
を
従
業
員
が
当
日
の
う
ち
に
共
有
で

き
る
体
制
を
整
備
し
、
集
客
力
の
増
加

と
組
織
の
〝
一
体
感
〞
醸
成
に
成
功
し

て
い
る
。

　

女
性
独
自
の
視
点
や
感
性
を
活
か
し

た
事
業
運
営
は
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ

れ
て
来
た
潜
在
的
な
顧
客
ニ
ー
ズ
や
需

要
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
新
製
品
開
発

等
の
可
能
性
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に

よ
る
開
か
れ
た
多
面
的
事
業
展
開
に
道

を
拓
く
も
の
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

〜
危
機
の
渦
中
に
あ
っ
て
こ
そ
「
組
織
」

が
浮
上
し
、
そ
の
力
が
試
さ
れ
る

　

昨
今
の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
済

環
境
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
等
に

伴
っ
て
流
動
性
を
増
し
て
お
り
、
そ
の

分
だ
け
「
不
確
実
性
」
も
高
ま
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
も
そ
も
経
済
活
動
が
本

来
的
に
将
来
に
向
け
て
な
さ
れ
、
そ
の

決
断
を
現
時
点
で
行
う
も
の
で
あ
る
以

上
、
そ
の
只
中
に
不
確
実
性
＝
危
機
を

内
包
す
る
の
は
必
然
で
あ
り
、「
企
業
家

精
神
と
は
、
危
機
に
お
け
る
決
断
」（
フ

ラ
ン
ク
・
ナ
イ
ト
）
で
あ
る
。

　

今
回
収
集
し
た
84
事
例
に
共
通
す
る

先
進
性
を
抽
出
す
れ
ば
、〈
危
機
に
対
応

す
る
た
め
の
組
合
組
織
の
充
実
・
強
化
〉

に
収
れ
ん
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ

は
異
な
る
が
、
各
事
例
と
も
組
合
の
共

同
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
地
域

行
政
か
ら
組
合
従
業
員
に
至
る
ま
で
、

幅
広
い
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
協
調
活

動
）
に
よ
っ
て
、
危
機
へ
の
共
同
的
な

対
応
と
組
織
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
経
営
資
源
の
補
完
に
せ
よ
個
社

リ
ス
ク
の
分
散
に
せ
よ
、
不
確
実
な
将

来
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
管
理
・
統
治
）

に
こ
そ
「
人
間
組
織
」の
本
質
が
あ
る
。

　

今
後
も
長
期
に
渡
り
、
経
済
・
社
会

シ
ス
テ
ム
の
急
激
な
流
動
化
が
進
展
し

て
い
く
と
す
る
な
ら
ば
、
中
小
企
業
組

合
の
「
組
織
」
と
し
て
の
役
割
は
、
む

し
ろ
こ
れ
か
ら
が
真
の
出
番
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
本
事
業
が
将
来
、
困
難
な
課

題
に
取
り
組
も
う
と
す
る
組
合
や
中
小

企
業
関
係
者
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で

あ
る
。


